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１３

日本海 リサーチ＆トピックス 第１号　２００７年６月

プランクトンは水中を浮遊して生活する生物群

（浮遊生物）であり，プランクトンという名称は

もともとギリシャ語の放浪者という語に由来した

ものです。これに対比する生物群としては，ネク

トン（遊泳生物）とベントス（底棲生物）があり

ます。

プランクトンは動物，植物の両者を含み，一般

的に体の大きさが数μｍから２０ｍｍくらいの生物

が多く，運動力がないか，もしくは小さいために，

その移動は海の流れ，風，水温など環境の影響を

直接受けます。

海の生態系の中では，植物プランクトン→動物

プランクトン→マイクロネクトン（小型遊泳生物）

→大型魚介類へと食物連鎖していきます。その中

で植物プランクトンと動物プランクトンはこの連

鎖を支える基盤として重要な役割を果たしている

のです。プランクトンは体を小さくし，さらに，

棘（とげ）や脚を出すことにより，沈みにくくなっ

ています（右図）。

このことにより植物プランクトンは太陽光の届

く表層にとどまることができ，動物プランクトン

は効率よく浮遊し植物プランクトンを食べること

ができます。プランクトンは，浮遊することに

よって深く広大な海で繁栄しているのです。

プランクトンの量は季節的な変化を示します。

富山湾のプランクトンの変化をスケッチしてみま

した。まず，最低水温期（１－２月）の後，水温

が上昇し，日射量が増してくると，３月ごろに植物

プランクトンの大型珪（けい）藻類が大増殖します。

これを春季ブルーミングといいます。

増えた植物プランクトンを冷水性動物プランク

トンが盛んに食べ，そして成長，産卵をして生物

量を増やします。増えた動物プランクトンは魚介

類の餌（えさ）となります。

その後，植物プランクトン相は珪藻類から小型

の渦鞭（べん）毛藻類に移り，夏のプランクトンの

数は多くありません。夏の年間最高水温期をすぎ

て，降温する秋になると，植物プランクトンが再

び増加し，主に暖水性の多様な動物プランクトン

が出現します。そして，降温の著しい１２月－１月

のプランクトンは年間で最も少なくなります。

日本海における動物プランクトンの分布の特徴

として，太平洋と比べて，冷水性種が対馬海峡付

近でも出現し，反対に暖水性種が北方域まで出現

することがあげられます。この理由は，日本海の

海洋構造にあります。

すなわち，日本海の深いところには冷たく，酸

素が多い日本海固有水（深層水）があり，その上

に暖かい対馬暖流が津軽海峡付近まで薄く広がっ

ています。暖水性種と冷水性種は環境の類似した

これらの暖流や冷水を介して分布域を広げること

ができるのです。

また，日本海に面する海峡は２００ｍよりも浅い

ため，太平洋で中深層に生息している動物プラン

クトンの種類が著しく少ないことも特徴のひとつ

です。

（本文は１９９９年５月９日の新潟日報に掲載されました。図は掲

載当時のものとは異なります。）

図　植物プランクトン（上）と動物プランクトン（下）
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